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捌
曲
柚
嗣
が
哺
＾

苗
剛
寸
君
晒
－
申
垂
〒
巾
＃

み
中
去
雨
ポ
干
曲
吉
九
者
回

荊
雨
田
叩
け
苫
の
冊
平
年
曲

岨
七
月
十
旧
国
ホ
モ
れ
上
咀

融
信
曲
く
打
る
曲
〒
抽
雨
昭

描
問
肚
畏
い
■
」
上
骨
’
荊

廟
咄
庁
か
｛
．
は
岬
年
誰
か
甲

』
唖
肝
巾
五
畦
可
畦
咀
す
苫

が
、
＾
川
上
句
岨
宙
甜
が
岨

．
砧
’
．
丑
七
、
　
亘
刑
甘
｛
寸
ｈ

＾
月
茉
か
九
月
十
旬
頸
肚
早

常
封
畦
由
心
帥
が
島
由
．
、
　
亜

亜
±
岳
一
い
且
丑
み
中
曲
・
ｏ
－

寸
■○
披
術
珀
策

一
、
苗
相

＝
、
　
ホ
蝋
剖
ｒ
上
呂
椚
甜
を

　
宙
行
サ
…
ｏ
＾
Ｌ
｝
一
ｕ

！
、
冊
冊
田
た
品
柑
盟
占
が

　
．
…
＾
く
仁
巧
び
柑
が
虫
－
晒

　
叩
咄
排
士
に
前
画
Ｌ
て
生

　
甫
肥
佃
丑
左
咀
ホ
苫
・
」
’

　
中
伺

，
、
堀
杣
喘
皿
，
た
苫
、
＾
く
■

　
高
帖
る
Ｌ
」
｝
が
岨
亜
■
平

　
年
上
｝
排
曲
一
！
＝
柚
坦

　
一
蛛
ホ
拙
一
制
哺
｝
Ｌ
、

　
辞
獺
本
曲
’
一
｛
平
年
上
七
一

　
一
冊
堀
士
す
苫
よ
『
躬
咄
一

　
孟
〇

一
一
一
、
咀
邊
出

１
、
括
冊
硅
肚
生
向
苗
促
珊
一

　
寸
再
曲
鞘
出
て
聞
血
｝
一
す
一

　
苫
〇

四
、
拮
田

１
、
　
屈
軸
咄
藺
肥
を
売
分
茄
・

用
す
苗
．
一
占
。
　
一

王
，
温
咀
を
曲
朋
す
君
圭
吉

　
肚
地
＾
ル
在
匝
当
一
一
一
十
旦

　
柑
腓
用
寸
君
こ
＾
一

ヨ
、
豊
謂
圃
…
＃
肚
－
■
」
丑
帥
．

　
＝
を
元
肥
一
一
一
骨
囲
一
を
迫
一

　
肥
’
寸
ｕ
三
」
士
。
個
Ｌ
罰

　
棄
由
掴
肥
旧
茸
出
虫
距
応

　
［
ｔ
抽
用
す
若
仁
上
。

ヰ
、
舘
蓋
皿
軸
田
＃
冊
主

　
塙
岨
副
謂
坤
冊
・
蹄
勘
性
肥

　
料
－
捕
す
こ
主
吐
く
モ
の

　
一
卸
吐
硯
盟
噂
田
唖
軸
冊

　
肥
剖
〒
耐
註
崩
見
て
面
寸

　
１
Ｌ
上
■

；
、
哺
曲
切
用
れ
吉
考
主
呂

　
ｈ
苫
田
〒
曲
朝
田
曲
モ
罫
一

　
音
上
吐
』
肚
い
屈
伸
に
苗

　
窟
す
若
・
Ｌ
…
。

岳
，
胴
祠
加
岨
岨
生
冊
元
肥

　
｝
一
す
君
Ｅ
士
、

田
，
高
■
血
■
０

１
，
嗣
蛙
抽
瑞
曲
尭
生
縢
畠

　
い
拙
〒
す
か
呂
苗
代
丑
ぴ

　
本
皿
刊
蛆
曲
肪
辞
＃
冊
嘔

　
帖
に
寸
君
亡
｝
■

，
、
理
い
屯
も
扁
切
甜
生
席

　
曲
｛
血
君
皿
．
丑
－
島
君
崩

　
黎
生
届
時
岳
一
｛
壮
若
か
苗

　
Ｌ
れ
吐
い
ｏ
早
期
忙
壁
且

　
Ｌ
、
ホ
硯
瑚
甜
晒
柚
布
古

　
寸
舌
昨
苗
が
曲
亜
〒
島
苫

ヨ
、
つ
士
虫
曲
蜀
生
肚
現
在

　
晒
冊
虫
い
見
込
斗
壮
曲
－

　
苗
且
を
唖
寸
君
■

刊
、
い
｛
ち
岨
晒
帖
冊
括
苗

　
再
由
＃
い
卸
血
巾
・
叩
…
｝

　
苫
だ
け
価
呵
に
肚
借
在
鶉

　
加
寸
培
・
－
一
｝
．
、

与
、
岬
曲
計
両
に
上
｝
木
山

　
一
乖
肪
曲
井
・
縣
拙
す
焉
曲

　
－
｛
れ
廿
く
典
行
囲
い
古

　
す
由

一
、
月
共
一
繁
鵠
保
険

西
曲
封
艮
　
　
　
一

「
自
昭
荊
十
年
十
月
　
－

轟
華
一
年
盲
一

画
硅
村
畏
　
　
　
　
　
一

，
白
昭
荊
十
＝
年
＝
月
一

至
昭
和
十
ナ
年
一
一
月
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

両
佳
相
長
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

、
白
晒
利
十
一
一
年
布
月
一

再
昭
刑
十
四
年
　
山
頸
一

咀
呵
村
畏
虫
｛
且
　
　
　
一

、
自
胴
和
一
一
十
＾
年
九
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

月
．
呈
現
硅
　
画
硅
町
甚
一
■

…　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
一
、
自
岨
刊
＝
十
九
年
五
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
用
．
里
現
硅
　
　
祠
瑞
冊
祀
“

’　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
町
村
虫
虫
提
　
　
　
　
一

　
，
白
用
荊
一
一
一
十
年
｛
月
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１

　
垂
現
布
　
　
川
型
岨
町
肘
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾

　
　
　
山
中
軸
宙
邊

　
胆
Ｌ
て
僻
曲
虫
叶
冊
一
据
打

串
抽
｝
　
て
廿
吐
い
Ｌ
」
～
左
、

一
畠
由
か
［
品
固
Ｆ
＾
お
Ｏ
い

士
し
古
Ｌ
て
申
上
け
古
す
．

　
昭
和
＝
十
五
年
里
一
月
十

共
Ｈ
、
月
唖
九
正
月
晒
十
六

日
，
泓
由
出
生
小
土
村
が
四

百
戸
全
蛙
田
大
止
珪
…
Ｌ
古

Ｌ
た
．
モ
曲
当
喘
届
ホ
県
虫

に
田
蹄
Ｌ
ｔ
目
由
古
Ｌ
た
曲

ｔ
、
　
口
生
借
に
＃
軸
蓉
に

．
由
’
ｔ
、
　
唖
塙
刮
百
刀
円
、

捕
助
命
古
岨
Ｌ
ｔ
菅
い
壮

い
山
　
モ
弓
寸
虹
ぱ
岨
’
肘
赤

．
同
幅
埴
百
万
づ
止
苗
…
Ｌ

ｔ
、
店
曲
に
性
宅
を
睡
誼
Ｌ

た
い
か
ら
占
唖
冊
し
昔
Ｌ
士

…
こ
苫
、
＾
生
典
｛
！
帖
、
共

昔
い
官
を
出
Ｌ
て
、
去
悼
□

本
田
仲
瑞
艀
Ｌ
」
『
ば
上
靱
叩

什
’
・
ｆ
島
君
■
　
北
虫
が
畠
れ

ぱ
抑
け
苫
師
・
時
島
た
由
珪
え

市
す
よ
’
　
融
年
忙
，
　
小
血
村

肚
、
四
百
一
［
」
屯
畦
庁
ｆ
一
緕

屯
侃
肺
に
時
入
ｉ
て
届
ら
症

ホ
’
た
曲

　
・
」
ん
壮
非
柚
甜
由
・
」
壬
品

島
由
苗
す
か
。
壬
れ
寸
．
岨
て

崩
け
た
｛
一
獺
旧
　
的
　
た
胎
　
『

捕
助
由
在
出
甘
吐
■
し
肚
曲

り
か
古
Ｌ
い
．
　
上
囲
か
ら
片

Ｌ
＾
苗
か
け
毫
肺
た
古
晒
干

す
ｏ
　
乱
胆
御
咀
咄
御
尤
屯
占
甘

出
嗣
助
帝
中
ｉ
ら
は
吐
甘
虹

旧
岬
生
れ
症
い
加
ち
・
圭
屈
顯

｛
ｔ
、
百
■
円
田
Ｌ
ｔ
買
ｉ

ｔ
虫
古
Ｌ
た
但
県
上
封
が
官

万
円
づ
■
出
Ｌ
ｔ
…
百
ガ
甲

珂
口
瑚
硅
に
＝
十
囲
戸
を
軸

圭
Ｌ
た
。
モ
垣
時
次
官
肚
一

帖
門
左
囲
Ａ
岨
卸
牌
側
獺
赤

帖
｛
て
Ｌ
」
古
珀
古
寸
よ
ｕ
　
伸

宅
在
控
ｔ
呂
時
胆
曲
珊
曲
一

荊
苗
肝
廿
主
ｔ
■
竜
促
唖
に

旧
入
る
、
＾
丑
叩
す
上
１
蛆
け

た
由
．
岬
［
か
ら
囲
苫
干
Ｌ
』

ヨ
山
　
生
高
碑
曲
忙
円
一
い
ｔ
｛
モ

師
亜
由
、
　
諦
忙
・
宇
一
＾
畦
甲

寸
［
主
人
が
一
ケ
月
仰
肺
行

『
…
苫
時
哺
一
十
月
分
山
生

拮
封
を
回
い
ｔ
則
肚
け
九
冊

苗
店
肚
い
〒
Ｌ
上
弓
由
一
年

田
抽
打
『
出
苫
時
ほ
」
＃
分

曲
生
括
昔
在
ｏ
　
’
一
」
再
－
＾

岬
ｕ
生
帥
肺
行
に
岨
血
い
｝

岬
肺
時
咀
尭
｛
吐
ん
■

　
　
〔
四
瓦
壇
荒
届
に
副
｛
〕
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報
・

公
．
．

町
一

撞
．
一

西
．４

第
・

一
一
、
爾
犀
蟹

’

∴
．
一
妻
る
四
胤
十
一
。
一
．
圧
西
桂
町
．

・
拍
隼
絞
誰
償
．
但
於
て
納
税
貯

さ
姐
合
長
慈
．
部
協
催
岩
．

れ
「
一
■
七
十
ご
組
合
俣
■
の
汰
劣

扱
ポ
直
虎
さ
れ
べ
、
中
央
願
術

小
沼
麦
唐
長
“
丑
協
ひ
金
融
．

・
層
．
係
者
吻
珍
備
ぺ
偏
て

仰
徽
会
税
務
蛮
没
“
彼
場
茸
」

凋
念
徽
↓
寸
摺
臓
化
勉
犬
に
．

■
庸
上
岨
■
和
賞
十
隼
度
優
良
紬
．

．
税
貯
書
組
合
の
表
彰
式
が
行
．

．
わ
机
て
表
形
状
及
記
念
届
が

送
ら
れ
、
閉
．
い
て
組
含
長
ざ

．
ん
組
合
負
■
の
■
皆
さ
■
ん
忙
感
謝

・
す
る
を
．
風
時
に
従
場
当
尉
よ

．
カ
側
税
明
、
御
願
ひ
を
述
ぺ
、
■

叉
組
．
含
長
さ
ん
方
の
切
萸
庇

倒
憶
ぶ
め
発
表
、
．
賃
疑
応
弩

一
が
あ
ｏ
閉
会
し
盲
し
た
ｏ

「
一
昌
幼
隼
纏
饒
垣
亘
簑
彰
租
合
」

夫
門
一
組
納
耕
貯
蓄
組
合

一
．
■
渡
辺
、
隆
芳
外
一
＾
十
■
一
名
■

・
．
■
渡
辺
春
外
十
．
一
・
．
各
■
■
。

．
．
．
高
尾
隆
蟹
外
十
…
各
．
．
．

、
「
．
相
沢
亙
治
外
九
名
．

　
■
．
■
濃
辺
新
作
外
十
允
名
．
■

■
前
囲
寅
一
外
週
十
量
名
■
．

．
．
小
佐
野
景
．
専
外
二
十
名

　
　
　
　
　
　
　
・
）
．
．

　
　
　
　
　
　
　
係
∴
．

　
　
　
　
　
　
　
．
竈
．

　
　
　
　
　
　
　
・
貌
．
．

　
　
　
　
　
　
　
（

存
知
と
思
い
ま
す
が
、
取
扱

い
婁
領
を
お
し
ら
せ
し
ま

ず
〇
一
隼
分
を
■
一
据
し
た
五
連
式

徴
税
令
竈
で
す
か
ら
今
迄
の

濃
に
各
期
毎
に
令
讐
が
配
布

さ
れ
ま
せ
ん
の
で
納
期
を
お

忘
れ
に
な
ら
な
い
様
必
ず
繍

期
限
内
に
納
税
し
て
下
さ
い

（
納
期
毎
に
組
合
へ
伽
通
知

一
搬
へ
凧
回
覧
マ
尭
Ｌ
ら
菅

し
ま
す
）
そ
し
て
隼
慶
の
最

蓬
使
い
ま
ず
の
て
紛
失
し

壮
い
川
偲
、
　
叉
帽
Ｈ
蝸
＾
し
な
い
硝
＾

丁
寧
に
扱
ｏ
て
下
さ
い
屯

　
今
口
及
ぴ
紺
付
讐
を
そ
の

下
穐
納
税
賭
蓄
阻
合

陵
画
納
税
騎
驚
咀
合

閂
昌
本
納
山
刷
砧
町
薄
胆
ム
回

本
町
納
税
舳
町
賛
胆
ム
回

穣
産
簑
紬
瑚
貯
賛
胆
合

．
ま
盲
持
・
づ
て
．
来
て
い
．
た
淀
い
．

て
第
一
甑
…
よ
ｏ
淋
…
税
ヰ
・
み
偏
，

．
に
役
湯
で
．
右
端
か
ら
納
付
●
．

を
一
枚
づ
り
切
ｏ
鴎
し
役
場

の
控
に
な
ｏ
ま
、
ず
。
．
同
時
に

．
左
端
令
○
の
領
収
雌
讐
欄
促
■

、
期
別
に
領
収
目
附
印
を
押
し

と
れ
が
納
耕
老
の
県
存
す
る

領
収
○
に
な
り
ま
す
』
納
税

を
す
ま
．
心
た
憧
川
は
残
ｏ
の
’
常

冒
を
持
ち
帰
ｏ
次
の
納
税
の

時
叉
そ
の
主
ま
持
ｏ
て
来
て
■
．

い
た
だ
き
、
．
四
期
迄
納
め
き

る
と
左
琳
令
讐
（
領
収
口
）
．

の
み
残
ｏ
ま
す
＝
か
ら
鋲
収
齪

．
と
し
て
保
存
Ｌ
て
下
ざ
Ｖ
・
甘
．
．

米
隼
度
よ
ｏ
申
央
銀
行
小
沼

麦
店
、
上
暮
地
擾
協
に
納
付

す
る
■
場
合
も
徴
収
事
務
を
委

託
し
ま
Ｌ
た
の
で
特
別
・
の
場

．
合
を
除
ぎ
直
ぐ
そ
の
暢
で
領

収
■
が
も
ら
え
ま
．
す
〇
一

　
一
◎
町
＾
祝
＾
冊
血
珊
変
頁
の
お
し
ら
世
．

先
股
納
税
貯
蓄
組
△
旦
長
会
繊
一
讐
の
様
式
も
一
隼
一
回
の
五

一．

一．

町
更
員
納
税
貯
落
組
合

∴
．
一
．
・
ｏ
泌
侃
令
８
”
倣
式
が
変
・
切
宮
Ｌ
た
一
「

ポ
鵠
館
館
燃
。
糾
些
雛
雛
鮒
饒
館
維

で
も
お
し
ら
せ
Ｌ
ま
し
た
通

○
町
税
の
納
期
を
左
記
に
依

〇
一
部
変
更
し
ま
し
た
。
令

．
町
税
．
納
期
一

連
式
■
で
す
か
ら
悌
忘
れ
に
な

ら
症
．
い
櫻
側
注
意
下
．
さ
い
。

覧
表

繕、箆
納

．
、
祭
納

’簑３・期
納付■

■

．・’

号．・
ｒ

！
’
’
’
’
１
’
号
．
’
撃
ｒ
’
１
．
１
１
臨
’
∴

１ 、’１’’一『 １上．’’ ’、

．底名 ．’

一 １号牟度

１
１
争
１
’
１
．
二
１
． 稗 二＝・．母’ 年度

・ｏ莉・’ｗ一’
｛」 １＝一 名」

ｒ．の旨 泌． ∴．

一１１１刺

卓．・ 度．
■
’
’
」
．
’
．
■

一鷹・十災・
！蜘

一．説・ 狽・・’．． １
師
’
１
’
１
’
．
■

！！』’．’’

１賭ぺ 残告 。１二

明・・卸 領蚊駈．
さ・

一第． １’期 ’ヨ期

・窮 ４・・．期
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．
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帥
た
一
．
十
．
．
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．
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〇
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御
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．一’税税税税章 ’税．

　　　　税
第’．篤． 第’

＝． 欝第第窮 ’第
四四… 皇二一二犬二

圓

瑚翔期 翔．期期瑚税・ 期

’
覆

導所 事所
藁得 ’業得 脆

税 税税 税税

第 鉋第 箆窮
一一 一三 一　　一
一 ．一一
期 期期’ 期期

毎
月

．
随
暗
．

．
入
湯
税
、
鯉
草
消
讐
税
、

未
材
引
取
税
、

冒
．
気
．
ガ
ヌ
税

．
た
・
．
・
ぱ
と
ば
轟
釜
で
襲
る
町
窪
、
一

・
庸
農
奮
、
駕
嚢
堆
て
雰

　
．
’
．
◎
自
転
．
軍
・
益
一
車
・
犬
ほ
つ
い
て
お
願
小
．

第
納

ｑ税徴磁令警

自
転
章
、
荷
章
、
犬
は
毎
年

四
月
一
目
現
在
で
一
隼
分
を

融
税
さ
れ
ま
す
が
四
月
二
目

以
后
取
榑
Ｌ
た
甥
合
も
月
割

頼
（
隼
税
額
を
十
＝
等
秀
し

た
一
ケ
月
身
の
頓
匡
取
廻
川
し

た
月
の
翌
月
か
ら
年
慶
の
終

○
迄
の
月
撒
…
を
乗
じ
た
獺
〕

を
優
識
（
鑑
札
）
を
蟹
け
る

際
に
納
付
し
て
い
．
た
だ
く
事
．

に
な
ｏ
て
い
ま
す
の
■
で
必
ず

納
税
額
を
鮒
持
診
下
さ
い
。
■

．
叉
廃
止
し
た
際
は
遠
伽
匿
槻

識
御
持
惨
の
上
申
請
Ｌ
て
い

た
だ
か
た
い
と
役
場
の
台
帳

．
が
消
え
ず
繰
税
さ
■
れ
ま
す
の

で
取
得
、
廃
止
共
直
ち
に
税

　
　
　
、

勺
．
靖
久
御
届
げ
下
さ
小
。
．

無
榎
撒
或
依
他
人
か
衝
醐
を
一

流
用
し
て
お
ｏ
盲
す
．
と
罰
則

成
適
用
さ
れ
ま
す
砂
で
’
必
■

．
ず
交
付
｝
甲
．
訂
、
．
名
讐
変
更
帝

．
．
稔
を
さ
れ
不
剰
な
■
の
な
い
．
一

様
御
注
意
下
さ
小
』
．
．

■
◎
淋
．
硯
．
僻
蟹
・
組
含
の
邊
讐
の
槻
本
一
は
・

　
甫
画
．
８
晩

皆
さ
ん
の
御
協
カ
に
．
上
ｏ
納
■

税
貯
蓄
組
合
に
未
加
入
の
方

も
全
納
税
者
匡
対
し
八
％
と
．

残
ｏ
憧
岨
か
に
な
り
ま
し
た
。
．
．

滞
紬
も
漸
減
し
．
て
．
暦
ケ
玄
、

す
ｏ
納
税
着
の
皆
さ
ん
が
納

刊
柵
の
艦
醐
脇
を
よ
ぐ
酬
股
醐
さ
れ

■
御
黎
カ
ざ
れ
た
絡
累
と
藻
ぐ
・

感
謝
し
て
屈
ガ
玄
す
。
納
税

貯
蓄
組
合
、
．
一
応
週
渡
期
を

終
Ｏ
ヒ
れ
か
ら
ほ
健
全
な
運

営
を
確
立
し
て
ゆ
く
時
期
．
に

な
り
盲
し
だ
。
淋
期
が
来
て

か
ら
の
間
に
合
せ
納
瓢
で
・
侃

だ
ん
！
ｖ
づ
る
ぐ
．
な
サ
陸

乏
た
ま
！
、
都
合
が
憩
か

，
た
り
し
て
、
納
税
の
乱
れ
・

る
場
合
も
考
え
ら
れ
．
ま
す
“

仁
れ
が
痩
重
な
る
と
ま
す

く
義
変
く
芽
自
分

で
自
分
の
菖
を
し
め
る
様
な

」
も
の
で
す
。
こ
５
い
ブ
た
組
…

合
が
乱
れ
る
硬
素
を
少
し
で

も
へ
ら
す
様
注
意
致
し
古
し

上
■
〕
仙

　
「
旦
ム
の
十
円
明
日
の
完
・

納
」
備
え
あ
れ
ほ
麺
い
な
し

．
．
の
義
務
を
果
し
て
く
れ
る
．
の

で
す
。
丹
賦
と
同
じ
原
固
で

金
額
を
細
分
し
楽
な
金
狽
を
。

■
租
止
て
て
ゆ
く
の
で
寸
・
。
然

．
も
一
般
よ
り
存
剰
杜
点
が
多

い
．
の
て
す
。
つ
ま
ｏ
計
．
画
貯

警
〔
璃
金
）
が
総
合
の
逗
蟹

の
楓
太
と
．
な
り
ま
す
．
。

■
納
■
税
貯
蓄
組
合
預
．
金
は
引
出
．

し
が
自
由
で
す
か
ら
余
登
な

．
金
．
の
貯
皮
は
一
蛯
…
に
預
金
し

て
差
つ
か
え
あ
ｏ
｛
せ
ん
・
ｏ
．

．
不
＾
屏
の
…
趾
費
の
役
に
も
・
皿
ち

．
ま
す
。
・
通
帳
ｋ
嵐
亙
が
多
ぐ

．
あ
れ
ぽ
何
時
も
安
心
し
て
い

．
’
ｂ
山
仙
ま
す
。
務
金
凧
な
る
ぺ

・
く
多
目
に
し
て
貯
書
の
喜
ぴ

．
ど
納
税
・
の
安
心
臓
…
を
陳
お
い

．
ま
し
上
う
。

・
納
刊
伽
貯
書
抽
…
含
の
返
蟹
の
根

本
で
あ
ｏ
組
合
に
よ
る
納
税

．
に
お
げ
る
計
頂
納
税
｛
い
う

謹
点
を
出
来
る
淀
け
生
か
し

て
健
金
な
組
合
の
運
筥
を
行

い
叉
＾
告
紬
肥
Ａ
目
慣
吻
方
は
“
胆
Ａ
口

長
さ
ん
の
御
蓄
労
も
察
■
せ
ち

・
れ
て
納
税
拶
金
を
各
人
の
生

燃
鱗
鱗
驚
鱗
繊
機
舳

◎
帖
閉
税
旧
「
つ
い
．
て
ｏ
｝
朋
い

納
税
に
つ
暑
ま
Ｌ
て
も
納
税
．

考
の
皆
さ
ん
の
認
識
と
御
協

カ
に
よ
ｏ
ま
ｔ
．
て
満
ム
成
“
眠

を
上
げ
て
お
ガ
盾
す
が
、
筒

も
５
一
押
Ｌ
と
い
う
感
が
な
．

ぎ
に
し
古
お
・
ら
中
・
で
、
　
一
腰

の
御
甥
カ
を
御
願
い
数
し
ま

言
　
　
　
　
　
　
　
一
．
、

滞
納
が
多
い
と
．
い
ろ
／
へ
の
．

余
計
た
経
費
が
掛
つ
て
町
一
■
の

消
費
的
溢
費
が
増
え
、
そ
れ

だ
け
納
税
瑞
の
上
に
還
元
岩

れ
る
ぺ
き
投
資
的
経
費
に
類

す
分
が
少
く
た
り
ま
す
。
■
．
一

方
納
税
者
の
皆
さ
ん
な
■
金
額

が
多
く
た
る
と
ま
す
ノ
、
払

い
に
ぺ
く
な
．
．
ラ
て
納
税
に
着

し
む
様
に
な
り
、
叉
次
の
説

金
も
納
税
出
来
な
い
と
い
．
｛

仙
耐
果
に
な
り
サ
↓
Ｔ
ｏ
　
，
」
５
い
．
．

う
た
悪
順
瑠
．
を
絶
つ
為
、
先

し
て
現
在
の
脅
さ
ん
の
経
酪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
．
．
一

状
態
に
即
応
↓
た
税
金
を
納

め
て
い
た
淀
く
為
、
叉
県
属
．

税
導
の
関
係
も
あ
．
ｏ
税
法
倶

定
め
ち
れ
た
．
歓
肌
方
漉
に
出

来
・
る
だ
げ
近
ず
く
為
に
ぺ
、

こ
れ
．
か
ら
．
ほ
霜
…
年
慶
の
町
耕
…

は
何
が
何
で
も
百
％
納
め
て
．

い
た
だ
く
糠
に
や
ｏ
て
ゆ
ぎ

た
■
い
と
思
リ
で
居
■
ｏ
ま
す
。

徒
っ
て
昭
和
彗
十
一
隼
慶
以

降
の
町
山
伽
に
サ
き
｛
し
て
は

原
則
納
に
分
納
．
は
廃
止
し
、

年
度
が
終
る
と
直
ぐ
脇
＾
理
の
．

段
階
障
入
り
時
間
的
ず
れ
の

た
い
内
に
脇
…
理
を
終
る
様
に

し
，
た
い
と
田
肚
っ
．
て
展
り
亡
｛

す
。
然
し
乍
ら
勿
諭
、
滞
納

分
に
つ
■
き
ま
し
て
も
、
町
予

算
の
上
か
ら
み
て
・
も
岨
側
苗
た
■

．
獺
…
の
滞
納
燦
魁
唖
…
が
収
納
出

莱
る
■
も
の
と
し
て
計
上
し
て

あ
．
り
ま
す
の
．
で
、
．
こ
れ
が
現

萸
の
収
入
と
な
ら
な
い
．
と
町
時
閥
的
ず
れ
の
な
い
蕩
隼
虞
．
・

」
行
政
に
支
欧
を
来
す
場
合
も
の
み
に
な
ｏ
、
睦
｛
足
し
た
楽
’

考
え
ら
れ
る
わ
け
で
ず
か
ら
汰
納
税
が
出
来
、
各
人
分
に

蛆
控
年
山
毘
納
刊
伽
の
…
間
に
整
理
を
応
じ
た
義
務
を
■
呆
↓
丁
暮
ぴ
さ

進
め
ま
．
す
の
で
、
囲
莱
得
る
え
感
じ
る
様
に
な
り
ヌ
ム
ー

限
ｏ
早
い
涛
期
信
整
理
．
出
来
ヌ
な
納
税
、
＾
ム
ー
＾
な
行

■
る
様
御
願
い
竣
し
ま
す
。
　
　
政
が
行
わ
れ
る
繕
果
に
症
り

も
う
一
押
し
の
御
努
カ
を
御
ま
す
。
｝
」
５
い
う
た
■
を
よ

・
風
い
し
滞
納
を
な
く
せ
ぽ
比
く
御
認
識
さ
れ
一
口
の
御
協

較
的
低
い
課
税
の
、
そ
Ｌ
て
カ
を
お
願
い
致
し
吉
す
〇

一
、
、
．
１
、
、
、
．
川
」
，
．
．
．
．
■
；
「
、
ｉ
．
、
．
．
ｉ
．
、
ｉ
、
、
．
、
．
「
．
．
一
．
．
□
、
．
、
■
、
、
、
、
．
１
１

一
・
税
金
■
を
■
納
め
て
　
　
　
二
■

一
■
■
■
夏
い
道
、
豆
い
学
校
・
一

　
■
■
；
、
ｌ
ｉ
．
、
ｉ
■
！
．
．
，
■
□
■
、
■
ｉ
，
１
■
■
、
■
、
１
■
－
‘
、
、
；
■
■
，
■
１
，
ｉ
ｉ
■
‘
・
、
ｉ
■
ｉ
，
１
■
■
■
‘
１

援
竈
．
．
だ
．
．
．
よ
．
臥
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鍔
　
　
置
．
係

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－

一
生
葎
着
の
思
恰
騎
求
に
つ
い
て

　
昭
．
和
■
コ
十
八
年
八
．
月
．
一
目

法
律
第
一
五
五
号
施
行
以
来

生
存
者
恩
給
ｔ
相
当
数
め
提

出
を
見
た
次
第
で
す
が
、
法
■
■

の
趣
旨
不
徹
底
か
ら
請
求
未

了
着
が
潜
在
し
て
い
る
■
唱
の

と
思
わ
れ
喧
す
の
で
左
記
骸

当
着
は
至
急
請
求
讐
を
提
出

し
て
下
さ
い
■
。

　
山
何
艦
…
紬
に
．
つ
い
．
て
は
＾
倣
覆

係
へ
■
悶
合
せ
の
上
至
急
手
腕

を
せ
ら
れ
折
角
吻
恩
典
を
時

効
に
せ
ら
れ
ぬ
よ
う
御
崖
意

申
し
上
げ
宮
す
』

左
記
年
隈
と
扇
、
近
い
方
も

一
応
相
譲
し
て
下
さ
い
ｏ
［

　
　
　
麦
　
記

一
．
｝
８
岱

・
一
、
旧
竈
人
旧
蝉
軍
人
叉
は
・

　
旧
軍
口
の
在
職
年
数
が
■
一

　
」
年
以
上
七
．
年
未
満
の
突
’
仕

　
職
隼
を
通
算
し
七
年
に
逮

　
し
た
老

■
竈
鳳
給

■
一
■
、
．
従
揃
の
噌
通
－
偲
給
腕
●
－

　
の
あ
る
も
の

二
、
・
旧
重
入
旧
箪
重
人
ユ
は

・
旧
軍
目
で
引
碗
き
十
二
隼
．

　
以
上
の
笑
在
職
年
を
有
す

　
る
も
の
．

筒
左
記
．
の
方
ム
は
上
司
の
調

査
に
．
よ
れ
ぽ
復
員
届
に
’
カ

調
査
し
た
も
の
で
現
汎
と
多

少
臭
な
る
も
の
が
混
入
Ｌ
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
が
来
請
求

老
は
至
急
手
欄
を
取
ｏ
て
下

さ
い
。

　
　
左
．
記

岩
田
．
軍
、
和
光
善
作

犬
．
谷
一
．
男
、
渡
辺
壮
作

渡
辺
　
笑
、
．
漬
井
義
一
．

還
山
恵
広
、
新
■
個
饒
朗

．
小
林
光
太
郎
』
前
■
国
辰
郎

蠣
匝
．
宰
雄
、
高
屠
審
之
介

永
田
仁
造
｛
・
郷
■
回
　
昭

羽
国
英
雄
、
…
浦
文
雄
・

土
屋
清
一

物
品
購
入
ど
支
沸
方
法

　
　
　
　
　
　
　
西
■
桂
■
町
収
入
役

Ｈ
拠
籏
の
改
章

先
の
国
会
・
に
於
て
地
方
自
治

濫
の
一
部
が
改
正
さ
．
肌
た
の
．

で
■
、
県
に
於
て
も
一
窒
四
部

制
に
敢
め
ら
れ
．
る
－
」
と
に
な

っ
た
．
の
に
規
…
呼
応
し
て
、
．
…
伐

甥
に
於
て
も
騒
々
検
誌
協
議

の
繕
果
岬
西
桂
町
財
務
規
贈

“
斥
則
ｏ
て
、
今
回
次
の
這

エ
リ
］
止
亜
三
釧
…
脚
…
に
訪
「
苗
Ｔ
」
■
た

　
一
竈
は
「
収
入
役
室
十
長

は
収
入
役
－
出
納
に
関
ー
す
る

総
べ
て
の
喜
務
を
処
樋
す
る

…
部
は
　
　
、
．
　
　
．
一

　
　
　
　
　
　
　
　
窒

○
庶
務
部
－
昆
侃
係
長
－
永

　
団
定
一
主
事
－
税
務
部
及

　
勧
誰
…
部
に
日
閉
せ
ざ
る
帖
…
．
の

　
総
べ
て
の
．
事
務
を
処
理
す

　
る
ｏ

＠
税
務
瓢
－
畏
は
係
昆
ド
小

　
佛
山
野
景
尊
讐
記
－
醐
盟
伽
及

　
滞
納
整
理
等
租
税
に
関
す

　
る
聡
べ
て
の
蔓
務
を
処
理

　
す
る
。

◎
働
業
部
ｉ
長
は
係
長
－
新

　
団
長
造
奮
記
－
働
業
に
関
．

　
す
る
総
べ
て
の
事
…
脇
を
伽
把

　
瑠
す
る
“

此
の
■
外
恒
次
の
鼠
ｏ
独
立
叉
■

は
兼
努
■
に
依
カ
て
処
理
す
る
■

事
務
が
あ
る
。

０
町
畷
会
関
係
班
務
一
切
－

　
談
会
改
務
周
に
て
１
尭
任

　
は
渡
辺
秋
Ｏ
記
１

＠
教
盲
“
田
…
係
事
務
一
切
－
〃
畝

　
育
委
員
会
茜
務
局
に
て
－

　
↓
土
』
仕
は
川
松
島
甘
煙
哉
’
１
山
甜
１

＠
農
地
蘭
係
冨
務
一
切
－
公

　
山
聚
畠
袈
昌
＾
ム
顯
砧
務
－
刷
に
て
１

．
主
任
は
奥
脇
久
雄
讐
記
－

の
農
藁
共
済
組
合
関
係
専
務

　
一
切
－
庶
務
部
よ
ｏ
嫌
務

　
Ｌ
て
処
理
す
る
１
義
佳
は

　
新
田
忠
爽
讐
嗣
ー

の
．
森
林
関
係
む
務
一
切
－
庶

　
務
部
よ
軌
兼
務
し
．
て
処
理

　
す
・
る
－
主
任
は
小
川
嘉
葵
・

　
●
記
－

街
特
別
会
計
失
業
対
策
臨
業

－
宮
士
見
麺
グ
ラ
ソ
ド
エ
喜

．
関
係
箏
務
一
切
は
庶
務
部
に

冒
．
し
て
、
処
囲
す
る

主
任

．
阻
川
村
倹
芙
●
箭
－

嘗
物
品
購
入
と
囲
給

　
従
来
ほ
過
去
何
十
年
来
の

慣
習
に
依
ｏ
て
、
庶
務
主
任

叉
は
収
入
役
が
、
識
会
の
議

決
予
算
距
基
い
て
計
画
融
入

し
、
夫
ム
配
総
し
て
来
た
の

セ
あ
る
が
、
今
回
の
改
革
に

依
り
此
の
横
例
を
全
廃
し
て

各
部
の
係
長
続
据
の
下
夫
｛
．

．
の
係
が
・
、
予
算
恒
則
ｏ
て
必

襲
の
計
画
を
榊
…
立
し
、
吻
晶

麟
入
簿
に
記
入
捺
印
の
上
、
．
．

麟
入
伝
票
を
作
製
し
て
係
長

の
承
認
を
受
げ
、
此
の
伝
稟

を
鰯
入
先
の
商
店
に
交
付
し

、
て
．
、
伝
黒
と
共
に
物
品
を
納

入
せ
し
め
る
。

　
商
店
加
ら
納
入
し
た
物
品

は
、
物
晶
取
扱
係
－
新
国
直

子
書
記
－
が
瞳
入
簿
及
膿
入

伝
黒
と
照
合
の
上
受
領
し
て

共
ハ
各
係
に
渡
す
。
用
紙
英

の
他
葛
務
用
晶
或
傲
木
炭
の

如
く
一
度
に
多
最
に
繭
入
す

る
む
の
は
、
必
要
に
応
じ
て

物
晶
取
扱
■
係
よ
ｏ
囲
給
す
る

－
筥
繕
英
の
他
の
■
場
合
も
之

．
に
準
ず
る
』
．

・
目
購
■
入
代
金
の
■
支
鋭

。
贈
入
物
晶
愛
領
の
上
は
、

各
係
は
即
刻
正
．
鏡
の
講
求
書

並
領
収
陽
－
一
枚
遠
記
の
も

の
１
を
作
製
し
、
手
許
の
予

算
差
引
簿
．
に
紀
入
整
趣
の
上

・
係
長
の
承
認
を
受
げ
、
．
．
更
に

各
郡
を
は
じ
め
予
算
執
行
の

金
焚
任
を
負
い
統
合
指
導
を

杜
す
庶
務
圭
任
－
永
則
窟
一

・
王
“
曙
－
の
及
捌
冊
を
受
げ
、
風
収

後
に
町
長
の
支
出
命
令
印
を

受
け
て
之
を
１
艘
入
伝
票
と

請
求
魯
訪
領
収
書
と
共
に
１

板
入
役
室
に
提
冊
し
て
甥
金

の
．
麦
払
を
求
め
る
。

・
収
入
役
轟
偉
於
て
は
提
出 ポ

ー
あ
る
や
直
ち
に
拾
…
副
…
し
て

正
当
な
り
と
認
め
し
時
に
始

あ
て
現
金
叉
は
収
入
役
振
出

の
小
切
手
に
て
支
塾
を
完
了

す
る
。

　
但
来
る
九
月
…
十
圓
ま
で
．

有
効
の
現
行
教
育
委
員
会
制

度
の
下
に
て
ほ
、
教
育
費
は

一
切
独
自
に
執
行
し
て
い
る

．
の
で
、
憾
務
主
－
仕
及
町
畏
の

支
出
命
令
は
受
げ
ず
ｏ
教
百

長
の
櫨
限
に
於
て
執
行
し
て

い
る
。

倒
予
釘
執
行
の
精
饒

　
斯
く
述
ぺ
来
る
と
憾
入
手

協
、
承
認
手
触
、
支
払
手
続

等
邊
浴
手
数
が
か
か
ｏ
て
、

繁
文
福
礼
面
倒
臭
い
よ
５
で

お
・
る
が
＾
少
く
も
公
金
に
依

り
て
公
晶
を
薗
入
使
用
す
る

の
で
あ
る
か
ら
、
英
所
に
ほ

些
少
た
り
共
私
傭
が
加
わ
ｏ

た
り
、
　
叉
予
釘
内
・
肥
カ
共
無

欧
遣
が
あ
ｏ
た
ｏ
し
て
は
な

ら
た
い
の
で
、
あ
く
ま
で
も

厳
循
適
正
に
予
算
の
執
行
を

し
て
よ
Ｏ
効
果
を
一
〇
〇
％
．

以
上
な
ら
し
め
ん
と
の
、
公

僕
と
し
て
の
臼
夕
の
念
願
で

島
ｏ
、
．
叉
斯
く
す
る
｝
」
と
が

町
財
務
親
則
の
根
本
滴
神
で

あ
る
。
叉
沓
部
に
係
長
及
係

が
ち
う
て
、
夫
＾
予
算
執
行

に
一
力
迦
櫨
…
な
か
＾
り
し
め
て
は

い
る
が
、
最
高
機
関
と
し
て

庶
務
主
事
が
撚
括
聡
合
し
て

支
離
減
裂
を
防
ぎ
統
一
下
に

方
金
を
期
す
る
の
も
、
是
叉

如
上
の
溝
神
か
ら
て
あ
る
。

　
斯
く
す
る
こ
と
に
依
Ｏ
て

町
員
各
位
が
慶
心
よ
ｏ
協
カ

し
て
納
め
て
下
さ
る
噂
い
税

金
が
、
生
き
生
き
と
英
の
効

果
を
籟
現
Ｌ
て
、
明
る
い
カ

強
い
町
つ
く
ｏ
が
司
．
能
で

あ
ｏ
、
永
逮
に
不
断
に
伸
ぴ

行
く
郷
土
西
狸
が
、
蘭
榮
え

に
巣
え
行
き
、
町
民
共
ム
に

■
例
へ
苦
し
み
の
裡
に
も
将
叉

乏
し
．
畜
中
に
も
、
生
き
行
く

喜
ぴ
を
語
ｏ
合
５
－
」
と
が
出

来
る
の
で
あ
。

　
最
後
に
－
物
品
腱
入
と
支
．

払
に
つ
い
・
て
直
甘
依
四
…
係
さ
れ

る
方
｛
は
＾
町
内
に
て
も
橿
■

少
数
の
著
偉
隈
ら
・
れ
て
は
匝
旧

る
が
、
一
般
町
民
■
各
位
も
斯

く
の
如
き
機
構
や
運
営
状
況

を
十
分
御
狸
解
下
さ
れ
て
、

彌
ム
其
の
使
命
逮
成
に
方
金

を
期
す
る
よ
５
、
格
別
の
御

協
カ
を
御
願
す
る
次
第
で
あ

る
血
俺
取
引
の
都
合
上
直
接
関
係
．

さ
利
る
方
｛
も
今
回
の
機
構

帥
＾
苗
・
葉
の
杣
…
の
■
幸
一
饒
鎧
９
を
十

分
御
理
解
の
上
相
亙
に
円
渦
．

な
る
運
営
の
出
莱
ま
す
よ
う

裕
駿
・
の
御
搦
力
■
を
御
願
し
て

止
ま
な
い
。
．
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昭
和
量
十
一
年
度
・

西
桂
町
財
政
遣
轡
に
つ
い
て

　
昭
和
＝
一
十
－
隼
度
西
儘
町

畿
入
歳
出
予
坑
に
つ
．
い
．
て
．

ほ
、
町
長
提
出
の
原
案
を
町
■

訟
会
に
於
て
、
．
戌
は
各
趣
蘭

・
係
委
員
会
に
で
、
成
樽
全
体

．
．
脇
…
鐵
会
に
て
・
、
撒
回
に
亘
ｏ

■
慎
宙
ｏ
審
践
の
紬
…
果
、
．
町
の
帽
…

西
．
桂
町

状
に
即
応
し
、
嗣
日
へ
の
伸

展
を
祈
念
し
、
．
町
畏
各
位
の

福
＾
仙
阯
用
咄
過
を
考
慮
し
で
、
昭

和
三
十
一
隼
三
月
■
＝
十
・
九
囲

消
場
■
一
致
円
蒲
裡
に
次
の
通
．

○
可
決
磁
定
さ
れ
た
ｏ

　
本
年
躍
は
此
の
予
宛
を
目

政
入
．
役
・

蜜
．

標
と
し
て
、
．
」
硯
期
に
カ
強
く

日
乃
の
歩
み
を
脳
繍
し
て
行

く
の
で
あ
る
か
ら
｝
町
・
民
各

位
も
十
分
御
研
究
御
魍
解
の

．
上
、
．
予
侃
執
ド
行
恒
賞
辺
憾
た

き
．
よ
う
、
．
格
別
の
御
協
カ
を

御
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

昭和５１隼・ 慶． 酉’ 榿町歳入む ．固予． 算
　入　　　　　　　’ 　． 　　　　　●歳 入 ■ （

料　． 目．
予算翠
前隼度
塊頼

’比 峻
傭考 科 目． ．．本隼度

ぷ」傾．
前隼慶
算頓

比 籔

一
減

俸
増 減 増

’
１
一
．
町
　
　
税
・
２
一
地
方
麦
杓
親
３
．
館
企
業
及
　
財
産
収
入
４
．
分
担
金
及
負
・
　
糧
金
５
．
使
用
料
及
手
’
　
数
料
６
．
国
庫
支
出
金
ｆ
．
県
麦
出
金
８
．
寄
附
’
金
９
一
繰
越
金
１
０
．
雑
収
入
’
恩
賜
県
有
財
１
１
．
産
に
関
す
る
　
収
入
歳
入
合
蕎
十

１
２
，
７
８
７
，
亨
ｏ
ｏ
ヨ
；
ｏ
ｏ
ｏ
、
．
　
６
，
皇
　
’
狛
５
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
苧
・
．
　
５
７
１
，
５
　
刎
６
，
４
０
０
　
ｍ
，
ｌ
ｌ
，
ｏ
ｏ
ｏ
、
　
％
，
Ｏ
Ｏ
０
　
２
蝸
、
呂
ｏ
ｏ
１
８
，
伽
，
３
０
０

１
２
，
宮
１
６
，
蜘
ヨ
、
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
乱
ｏ
ｏ
ｏ
　
．
９
畠
ｏ
，
３
０
０
　
．
払
，
ｏ
ｏ
０
２
，
’
Ｉ
７
９
．
６
ヨ
Ｏ
　
・
効
，
２
１
０
　
３
睾
６
－
６
０
０
Ｌ
螂
。
２
１
０
．
・
７
４
５
．
５
７
０
　
２
６
｛
．
５
５
０
蜴
，
６
１
４
。
・
４
０
０

　
一
　
一
２
，
２
　
，
２
５
、
　
■
　
■
　
’
　
１
　
一
　
’

．
２
９
，
５
８
０
　
　
’
　
　
■
５
３
５
，
ヨ
Ｏ
Ｏ
　
　
－
１
，
刮
旭
，
１
３
０
蝸
。
８
１
ｏ
別
６
，
５
萄
０
９
脆
，
刎
ｏ
印
ｇ
，
５
７
０
．
・
伍
７
５
０
７
，
脳
，
仰

’
１
．
繊
会
費
２
．
役
’
場
．
讐
・
５
．
梢
防
讐
４
．
土
木
讐
・
字
・
教
．
’
胃
．
讐
一
６
鷹
会
及
労
働
　
施
．
設
費
７
源
健
衛
生
費
冒
．
産
業
経
済
費
９
．
財
産
．
ヨ
ｍ
，
繍
欄
壷
費
１
Ｌ
選
’
挙
費
１
２
・
冬
債
費
１
ユ
愚
賜
県
有
財
　
震
費
・
１
４
満
支
出
金
！
５
，
予
．
備
費
歳
出
合
計

　
．
・
岬
∴
２
６
０
４
，
晩
、
側
　
６
６
０
，
疽
Ｏ
Ｏ
　
囲
２
４
，
．
ヨ
ｏ
ｏ
缶
洲
。
ヨ
３
０
’
１
．
ｏ
０
８
．
９
１
０
　
３
３
５
．
７
０
０
１
、
郷
・
郷
　
’
榊
、
ｌ
ｏ
０
　
６
１
，
７
０
０
　
ヨ
７
．
ｆ
０
０
　
２
３
２
．
ｌ
Ｏ
０
　
２
１
８
、
．
ヨ
，
ヨ
ｏ
ｏ
，
固
　
２
０
０
．
Ｏ
Ｏ
Ｏ
’
・
１
８
，
棚
．
・
岬

　
　
　
■
　
’
８
０
７
．
１
柵
’
５
軌
５
，
０
８
８
；
Ｏ
Ｏ
Ｏ
　
　
－
　
６
砥
叩
ヨ
１
’
’
１
，
瑚
．
閉
　
　
一
８
，
４
７
５
，
蜘
　
　
一
Ｉ
，
１
．
６
５
，
Ｏ
ｌ
Ｏ
　
　
一
　
．
２
０
２
，
９
６
０
’
１
３
２
。
閉
１
，
９
０
２
，
　
　
　
一
　
２
軌
１
亨
’
　
一
　
６
７
．
ｌ
Ｏ
Ｏ
　
　
－
　
１
５
６
。
　
　
　
一
　
２
早
い
・
　
ｌ
Ｏ
，
り
ｍ
　
２
例
、
５
５
０
　
　
一
舳
。
。
Ｊ
－
　
２
０
０
，
　
　
　
一
２
５
，
６
７
４
，
　
　
　
＿

　
　
■
　
２
０
５
，
５
１
０
　
　
’
　
７
｛
３
，
．
４
，
２
了
１
，
６
．
　
協
、
１
　
　
’
　
郷
，
　
理
。
　
；
、
．
　
．
Ｈ
８
，
　
　
一
　
蛎
，
７
Ｉ
，
２
胆
，
則
　
　
一
７
，
汐
４
、
・
１
０
０歳入歳出合計　養引残揮なＬ歳入歳出合計 翻臓揮なＬ

’昭
和
量
十
一
奉
慶
失
祭
対
伽
塁
○
簑
に
つ
い
了

　
炎
薫
対
策
事
繋
富
士
見
坦
天
地
の
如
く
生
ぎ
生
き
と
働

一
グ
ニ
ド
姜
も
・
堅
睦

に
引
鋤
い
て
漕
．
．
＾
と
進
捗

し
、
国
庫
補
助
対
象
勤
湖
者
．

定
員
二
十
五
名
が
．
…
十
名
に

箔
員
さ
れ
て
、
失
桑
対
鍍
淳

桑
の
重
要
牲
を
再
融
翻
さ
れ

是
導
の
人
達
の
毎
圓
の
蝪
カ

一
に
依
ｏ
て
－
彼
の
数
百
年
来

死
せ
名
不
毛
の
土
舳
一
が
、
別

く
全
地
に
開
拓
さ
れ
つ
Ｌ
あ

．
る
の
は
、
町
造
り
国
造
ｏ
の

た
め
、
誠
に
御
同
慶
砂
至
か

・
で
あ
る
。

　
本
年
屈
の
歳
入
磯
出
予
々

帆
、
町
の
予
算
と
共
に
慎
重

審
藏
の
繕
果
次
の
通
ｏ
珂
薄

磁
定
さ
れ
て
「
．
典
似
瑛
業
の

箭
成
を
促
進
し
て
い
る
甘

昭和罰宰度茜桂町失簑対策嚇特刷金甘凄入凄幽予算 ・・
　　　　　　’．竈　　　 ’’

一入

科・・ 　目

１・ ．国距支出金

）； 繰入’・金

歳入合計

本年度
予算額

ｌ１鯛
前隼慶
予算頼

し３２５，ｏｏｏ

Ｌ６，５
，

２。 ．蘭０．０００

’比　　峻・

・閉，ＯＯＯ

備’ 考

箒粋
囲’

科　　目

．１一失藁対鑓費

２。予備費
歳出合計

本年慶
予算頼
前隼塵
予算額

２， ８１２．２００２１８６０Ｉｏｍ

｛ＯＯ，ＯＯＯ　　ｍＯＩＯＯ０
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■
昭
和
…
十
一
年
度
■

一
社
会
教
育
委
員
会
．

外牛志渡小
川’固村迦野
警・詔は画
じゑ手な清

全全全全全

・
栓
会
教
育
黍
負
会
は
、
枇

会
教
．
’
口
…
委
昌
＾
会
法
に
廿
胴
づ
い

て
、
教
盲
而
轟
＾
呂
川
会
の
委
蠣
せ

ら
れ
た
委
員
に
よ
っ
て
構
成

す
る
鐵
関
で
、
専
ら
県
市
町
■

・
村
当
骸
地
区
を
、
明
る
く
邊

か
に
よ
ケ
住
み
よ
い
場
．
た
ら

Ｌ
め
る
よ
ケ
協
譲
研
究
工
夫
．

し
、
範
方
振
興
に
寄
与
Ｌ
よ

う
と
す
る
機
穣
で
あ
り
甫

す
。　
本
年
腰
第
一
回
の
会
鐵
に

於
き
ま
し
て
、
左
訳
事
項
に

つ
い
て
協
繊
い
た
し
ま
し
た

が
、
英
の
築
を
挙
げ
ま
す
た

め
に
は
、
繕
局
町
民
の
皆
様

方
の
御
協
力
に
ま
り
ほ
か
御

座
い
ま
せ
．
ん
。
私
共
の
住
む

私
共
の
町
を
良
く
す
る
た
め

に
何
分
．
と
も
御
協
力
を
希
う

次
第
で
あ
ｊ
ま
す
。

一
、
町
立
図
讐
館
造
営
の
件

　
に
っ
い
て
ほ
、
前
年
度
．
か

　
ら
笑
行
い
た
Ｌ
、
町
内
各

　
家
庭
一
冊
づ
つ
の
図
口
の
・

委
　
員

　
”
　
〃’’’’町”〃〃〃〃’’’１１’〃”〃１’’’”
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学青金全婦小中商小中全全全全全全区畿鐵西西
桂
町
畏

鐵
会
蟻
長

畿
会
文
教
萎
員
長

中
学
校
長

小
学
校
長

商
工
振
興
会
長

■
中
学
擬
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
畏

小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

婦
人
会
畏

全
劇
、
会
長

傘
副
会
畏
．

青
年
団
長

・
学
獣
燧
験
着
．

　
寄
付
を
．
い
た
甘
く
こ
と
－

　
し
、
既
に
倉
見
、
揃
園
、

　
上
町
の
…
馳
区
か
ら
は
多

・
籔
の
図
讐
が
鰯
ら
れ
、
各

　
方
面
に
．
利
凧
い
た
さ
れ
て

　
層
り
ま
す
が
そ
の
他
の
郡

　
藩
に
お
き
ま
し
て
も
速
か

　
に
寄
贈
方
に
つ
き
御
配
意
．

を
願
５
よ
う
に
．
す
る
．
，
」
．

．
と
ｏ
．

二
、
．
此
の
夏
は
町
に
は
え
と

　
か
…
か
｝
居
な
い
よ
・
つ
に
す
る
・

　
｝
」
と
ｏ

　
家
の
ま
ー
わ
り
を
き
山
仙
い
に

　
す
る
こ
と
に
つ
と
め
よ
．
ろ

と
い
う
．
こ
と
山

　
睦
え
の
属
一
拡
い
町

　
　
　
　
　
　
　
■

収
の
属
肱
い
町
．

…
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
家
の
ま
わ
リ
を

　
■　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

　
　
き
牝
い
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

農
業
委
員
会
よ
．
ゲ

．
本
隼
、
憾
｛
擬
嘱
期
に
入

か
各
位
■
に
ほ
忙
↓
ぺ
た
■
ｏ
■
た

－
」
止
で
山
上
う
川
梅
嗣
…
瑚
…
に

序
八
り
ま
心
た
の
で
＾
柄
虫
虫
，

等
の
発
生
も
多
く
な
る
仁
と

－
思
い
ま
す
の
．
で
充
分
気
を

リ
げ
て
消
鶴
等
に
満
金
を
期

せ
ら
．
れ
た
ｔ
。
窩
時
節
が
ら

身
体
を
注
憲
し
て
く
だ
さ
い

　
小
作
皿
珊
田
…
係
に
つ
い
て
申

上
ま
す
｝

一
■
、
今
隼
は
小
作
契
約
讐
の

．
更
新
を
す
る
ヒ
と
に
な
ｏ

．
ま
し
た
の
で
．
回
慌
．
を
廻
し

　
駕
農
藁
委
員
を
通
じ
…
月

．
．
十
二
日
よ
ｏ
部
藩
毎
に
更

．
新
を
始
め
て
お
ｏ
ま
す
が

　
未
だ
更
新
に
來
な
い
方
が

　
あ
ｏ
ま
す
の
で
至
患
お
拙

　
を
樋
…
い
．
ま
す
。
雇
務
の
侃
川

　
彊
が
運
れ
’
Ｌ
困
↓
．
て
患
Ｏ
・

　
ま
す
。
．

二
、
触
主
仁
し
て
小
作
．
契
約

　
■
元
擦
印
を
し
た
い
方
が

　
あ
る
よ
ケ
匡
伺
い
ま
す
が

．
斯
様
な
こ
と
は
農
地
法
に

　
対
す
る
遠
反
で
島
ｏ
ま

　
す
。
．
小
作
地
は
全
部
農
地

　
法
に
よ
る
契
約
の
文
讐
化

　
を
す
る
法
律
．
に
な
ｏ
て
お

　
り
ま
す
。
何
か
の
巻
え
遵

　
い
で
は
な
．
い
で
し
上
５

　
．
か
。
契
約
を
禰
．
緒
し
な
い

　
で
・
お
れ
ほ
小
作
地
．
の
坂
上

　
が
出
来
る
か
と
恩
い
層
か

　
ま
す
方
ほ
考
が
違
う
て
お

　
■
ｏ
ま
■
す
。
小
作
地
は
総
て
■

　
小
作
着
が
耕
作
不
能
と
な
．

　
る
加
何
か
回
理
由
に
よ
由

　
自
発
的
に
返
還
す
る
意
志

・
が
出
な
い
限
り
取
上
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

…
、
■
小
・
作
地
の
．
返
遺
並
に
取

　
上
等
は
縁
て
県
痴
事
の
許

可
が
た
く
．
て
は
で
き
ま
せ
．

　
ん
』

四
、
地
主
に
し
て
貸
付
地
を

　
旨
作
す
る
の
て
な
く
他
の
。

、
者
え
貸
付
け
る
と
か
叉
は
・

．
売
買
す
る
目
的
に
て
は
知

・
．
．
む
は
評
可
し
オ
せ
ん
。

五
、
農
地
を
都
合
に
よ
り
貸

■
■
借
せ
ん
と
す
る
方
は
機
業

　
轟
＾
員
会
の
辮
…
珂
を
．
薗
＾
Ｌ
ま

」
す
。

■
■
右
■
に
避
反
す
る
と
嗣
則
に

処
さ
れ
ま
。
す
故
、
御
注
意
ぐ

だ
さ
い
。

婦
・
人
会
た
よ
う

．
婦
人
会
役
貫

　
会
．
長
．
．
…
浦
ま
つ
．
宇

　
副
会
長
．
前
凹
・
遠
江
．

　
　
〃
．
潴
目
　
や
す

班
長
一

　　　　
．．　　　参’　　

挨　　新古下上本柿倉　新古下上本柿倉
　　”　　募　・ 一　与　　暮
屋屋地町町園見　屋屋地町町囲見

暉
須
賀
精
子

璽
田
ぷ
．
じ
ゑ
．

小
林
　
く
め

小
林
あ
さ
の

権
守
い
さ
み
．

土
屋
　
よ
し

渡
辺
干
代
子

高
山
　
士
く

　
　
　
　
拶

　
会
長
童
涌
さ
つ
子

　
青
襲
萎
葉
に
風
か
お
る
す

が
く
し
い
初
夏
の
気
傷
…
が
・

お
と
づ
れ
て
ま
い
ｏ
ま
し

た
ｏ

■
隼
・
度
の
始
■
珍
町
婦
人
会
の
■

役
員
改
選
に
あ
た
り
ま
し
て

皆
様
方
の
御
推
挙
に
よ
ｏ
、

私
が
会
長
倶
就
硅
い
た
す
－
」

と
に
な
り
ま
し
た
ｏ
元
よ
り

敏
力
な
私
の
｝
」
と
、
皆
様
方

に
御
蘭
足
い
た
苫
け
る
よ
う

一
・
消
防
風
だ
よ
リ
一

…
■
；
；
、
１
；
；
ｉ
Ｉ
、
…
；
・
，
；
；
■
；
；
，
Ｔ
ｉ
；
；
１
；
；
；
，
１
．

藷
雛
鯖
確
ぴ
一

　
去
る
四
月
任
期
に
と
も
な
■

５
正
副
団
長
及
ぴ
議
会
逮
出

消
防
委
負
は
改
選
の
緒
棊
左

記
の
通
力
当
選
し
ま
し
た
の

．
で
公
報
を
以
っ
て
町
民
各
位

に
御
知
ら
■
せ
藪
し
ま
■
す
。

　
　
記

欄
肪
団
關
優

西
桂
町
消
防
団
長

　
　
　
　
　
■
曇
浦
．
■
寿
雄

　
〃
　
　
副
刷
長

　
　
　
　
　
滝
口

　
〃
　
　
副
団
長

　
　
　
　
　
牛
四

贈
脇
萎
貞
関
壌

議
会
選
出
消
防
嚢
．
員

　
　
　
　
　
分
部

　
　
〃
　
　
　
松
川

．
．
〃
　
　
　
高
尾
．

一
明
一

英
夫

隆籟薩
義量造

一
鵠
蛇
批
噸
欝
鮒
馳
い

勿
＾
蘭
、
会
口
＾
皆
様
方
の
御
指

導
と
御
協
カ
と
に
よ
り
ま
し

て
、
任
期
中
無
事
に
鋤
め
さ

せ
て
い
た
甘
き
度
う
御
座
い
．

ま
す
喧

　
町
の
婦
人
会
ほ
今
口
迄
で

■
鷹
ん
と
に
よ
ぺ
、
役
員
も
会

負
も
心
を
合
お
せ
カ
を
一
つ
・

に
し
て
活
■
動
を
な
さ
れ
、
県

下
で
も
■
有
籔
な
婦
人
会
と
し

て
襯
め
ら
れ
て
展
り
ま
す
－
」

と
は
、
誠
に
喜
は
し
い
－
」
と
．

で
あ
り
ま
す
。

　
町
の
煽
人
会
は
遡
去
量
隼

間
専
ら
家
．
庭
を
明
る
く
、
円
・
■

滴
に
と
云
ヶ
｝
」
と
に
力
を
注

い
で
眉
ら
れ
ま
し
た
が
．
、
昨

．
年
か
ら
政
府
が
新
生
活
運
醐

を
展
開
し
て
層
ｏ
、
此
の
運

動
の
一
現
と
い
た
し
ま
し
て

木
隼
度
金
国
婦
人
会
は
、
籔

慶
を
助
る
’
く
と
云
５
早
ヅ
．
ト

サ
で
、
活
動
す
る
－
」
と
に
き

重
．
ｏ
た
そ
う
で
あ
ｏ
ま
す
。

　
ほ
ん
と
に
よ
か
ｏ
た
．
と
想

い
ま
す
ｏ
佃
卒
婦
人
会
員
の

■
皆
様
、
今
迄
考
え
士
夫
Ｌ
研

山
究
し
、
努
カ
も
い
た
し
て
参

里
ま
し
た
、
此
の
家
庭
を
明

石
く
の
問
題
に
つ
い
て
、
引

を
繍
き
よ
〇
一
層
．
研
究
し
．
、
．

工
芙
し
、
実
霞
せ
ら
れ
ま
し

て
英
の
実
を
挙
げ
ち
れ
、
町

内
全
家
庭
が
嗣
る
い
・
円
満
な

泉
…
瞠
肥
と
な
’
り
ま
す
よ
弓
・
．
、
努

カ
い
た
さ
れ
ま
す
－
」
と
を
希

う
・
て
止
み
ま
せ
ん
ｏ

　
家
庭
が
明
る
ぐ
円
満
■
で
あ

る
｝
」
と
は
、
一
家
幸
福
の
根

本
で
あ
ｏ
、
一
家
の
榮
え
る

蓮
と
た
る
｝
」
と
ポ
僑
ず
る
も

の
で
あ
ｏ
ま
す
。

　
一
家
が
朋
る
く
円
満
に
治

童
り
ま
す
－
」
と
は
籔
放
一
人

た
七
の
心
科
げ
に
よ
る
｝
」
と

で
あ
り
ま
す
が
、
取
り
わ
け
．

・
婦
人
ポ
そ
の
颪
要
な
地
位
に

あ
ｏ
、
重
い
賞
任
を
負
う
べ

き
こ
と
を
白
鴛
な
さ
い
ま
Ｌ

て
、
充
分
に
此
の
間
魑
に
つ

い
て
察
漬
を
誰
げ
ら
れ
ま
す

こ
と
を
、
切
誰
い
た
し
ま
Ｌ

て
御
挨
拶
に
か
え
る
．
次
第
で

■
御
座
い
玄
す
。
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．
．
公
民
．
館
．

だ
・
よ
リ

　
昨
年
町
の
社
会
教
育
委
員

会
に
於
て
町
に
図
○
館
を
と

■
い
５
意
見
が
提
出
さ
れ
、
全

委
員
の
賓
成
を
得
て
公
異
館

内
に
図
●
館
が
駿
げ
ら
れ
ま

Ｌ
た
。
現
在
取
敢
ず
役
．
場
に

・
戸
棚
を
口
い
て
整
傭
申
で
あ

り
｛
す
ｏ
図
讐
の
数
ほ
約
…

百
ｔ
の
外
に
み
ど
ｏ
号
の
図

○
が
八
十
冊
皆
様
方
・
の
御
剰

用
を
待
ち
お
ぴ
て
い
ま
す
。

■
昨
隼
及
ぴ
今
隼
に
か
け
て
部

．
落
の
社
会
教
青
委
員
各
団
体

の
役
員
さ
ん
方
の
御
努
カ
と

部
落
の
皆
様
の
御
．
週
解
に
よ

○
寄
．
附
し
て
頂
い
た
も
の
が

．
約
＝
。
百
冊
あ
り
、
．
今
後
も
ヒ

の
鰍
本
迦
動
ま
棚
行
致
し
ま

す
の
で
宜
蚊
く
御
協
カ
．
を
お

願
い
由
・
上
げ
ま
す
。
．

．
．
町
で
も
－
」
ゆ
図
●
館
の
た
．

め
に
＝
九
年
膣
に
約
一
方
＝

千
・
円
、
皇
十
隼
度
に
一
一
方
五

・
千
円
麦
出
し
、
今
年
度
も
図

蟹
入
讐
に
■
四
方
円
計
上
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
■
の
利
用
方
濃
に
つ
い

’
Ｌ
傲
役
場
に
於
て
随
時
貸
出

す
と
同
時
に
新
屋
、
古
屋
尊
■

の
部
落
の
方
｛
に
は
賞
任
者

を
層
け
て
く
れ
れ
ほ
一
括
し

て
十
皿
ｍ
、
＝
十
冊
と
貸
す
方

法
も
考
え
で
い
ま
す
。
勿
諭

無
料
て
す
の
で
犬
い
に
副
Ｈ
用

し
て
頂
き
慶
く
思
い
ま
す
。

今
固
の
町
の
委
報
か
ら
贋
次

目
録
を
御
紹
介
申
上
げ
ま
す

の
で
糟
＾
御
剰
用
下
さ
る
こ

土
を
溶
棚
め
致
Ｌ
ま
す
ｏ

　
西
桂
町
公
民
館
図
竈
目
録

　
　
（
駐
）
傭
考
の
（
寄
）
と
あ
る
の
は
寄
附
に
よ
る
も
の

■
編
讐
着
　
弓
名
　
発
行
所
備
尋

．
森
高
纂
雄

　
　
”

　
　
皿

　
　
叩

　
　
〃

　
　
”

　
　
皿

　
　
叩

　
　
”

　
　
”

　
　
〃

　
　
”

　
　
〃

　
　
”

　
　
｝

川
井
．
昌
平

山
梨
．
県

長
国
　
新

蒔
国
．
栄
一

栗
原
　
　
基

小
原
　
霞
芳

遊
沢
光
治
良

．
平
．
野
零
胤

菅
．
し
げ

伊
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介
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．
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の
倫
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磯
社
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．
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の
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初
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わ
カ
社

林
」
癸
美
子
ケ
ず
潮
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社

汀
．
水
．
縫
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餅
評
鮒
ヤ
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夫
迫
倫
子
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の
欲
塾
　
　
　
腱
９
房

〇
一
＾
・
．

ウ
イ
呂
１
・
赤
婁
バ
高
の
　
東
西
南
北
社
（
番
）

謂
固
太
郎
全
貌

ハ
ン
＾
■
キ
ル
＾
ト

撃
謡
譲
乗
ノ
五
一
上
一
一
、
一
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房
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げ
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風
に
も
め
げ
ず

ム
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シ
ソ
ク
レ
７
ラ
且
１
．
ハ
ソ
ト
の

並
涌
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亮
．
酬
生
還

■
川
口
松
太
郎
　
新
鴛
　
丹
下
左
曙
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木
健
夫
＝
十
四
人
の
剣
客

　
　
　
　
　
日
本
の
赤
十
字

榊
．
チ
イ
一
リ
砧
昨
暁
島
線

Ｄ
．
ハ
メ
，
｝
エ
ク
竃

舳
　
一
郎
訓

．
芹
沢
光
治
艮
　
サ
ム
ラ
イ
の
末
商

源
氏
鶏
太
■
朋
日
沌
月
胴
日

．
．
山
崎
プ
イ
ソ
　
南
十
学
星
は
偽
ら
ず

．
ジ
“
ー
ル
・
回
ワ

金
子
　
博
酬
　
幸
福
の
谷
聞

　
　
　
　
　
　
写
臭
で
み
る
原
手
カ
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浜
慶
童
　
写
稟
上
逮
法

梓
　
俊
彦
．
新
蘭
の
写
真

．
石
一
川
■
達
皇
■
目
分
の
穴
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で
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岡
昇
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酸
　
　
　
棄
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．
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．
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鶏
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ビ
．
ル
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■
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本
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史
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手
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．
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．
戦
値
践
葛
．
宛
闘
．
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．
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．
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岬
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潮
社

旛
胤
．
泰
輔
孤
独
．
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．
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．
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岡
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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．
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館
を
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て
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れ
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固
光
氏
か
ら
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般
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に
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派
な
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が
寄
贈
い
た
さ
れ
ま
し

た
＾
光
氏
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娃
小
学
較
を

率
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謹
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れ
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し
た
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を
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池
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る
ま
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に
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で
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し
ま
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申
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四
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た
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で
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．
升
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値
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し
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だ
／
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改
良
進
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の
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地
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に
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る
－
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と
を
恩
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校
の
切
た
る

希
望
で
あ
り
吉
す
と
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．
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の
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の
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が
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ら

れ
た
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光
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．
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と
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岨
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．
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員
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

審
附
に
よ
っ
て
、
立
派
淀
■
「
ど

ｏ
　
ｏ
　
ｏ
　
ｏ

ん
ち
上
う
」
が
作
ら
れ
ま
し

た
が
、
小
学
校
の
識
堂
に
は

現
在
に
至
る
「
ど
ん
ち
上
う
」

が
あ
り
ま
せ
ん
て
、
大
変
不

便
を
感
じ
て
属
１
た
の
で
あ

り
ま
す
今
般
前
田
光
氏
ホ

ピ
ア
ノ
を
寄
贈
せ
ら
れ
、

－
」
れ
一
か
秘
…
霞
の
曹
…
楽
会
＾
か
近

く
開
催
さ
れ
る
と
云
う
仁
と

で
、
ｐ
Ｔ
＾
か
ら
の
懇
禰
も

あ
り
ま
Ｌ
た
と
仁
ろ
、
町
ほ

議
会
に
諮
ら
れ
約
七
方
円
を
■

支
出
Ｌ
て
、
立
派
旺
ど
ん
ち

’
う
を
作
る
ヒ
と
に
決
握
を

見
ま
．
し
た
。

．
・
科
理
繭
習
会
＝

　
　
　
青
隼
國
丈
化
翻
．

　
本
団
は
町
“
臥
吉
ｎ
委
昌
川
金
の

図
ち
い
に
よ
う
て
・
、
青
隼
掌

級
の
一
理
ど
し
ｔ
、
毎
月
一

回
づ
り
吉
囲
保
健
所
の
佐
膿

榮
養
士
を
講
賊
と
し
料
理
鋤

習
会
を
関
催
し
て
い
た
だ
く

．
こ
と
・
Ｌ
寸
六
月
．
十
．
…
目
．
に
・
．

．
銘
一
回
を
開
催
い
允
■
し
玄
し
■

莞
引
き
椀
い
て
毎
月
笑
施
．

い
た
し
ま
す
の
で
女
一
子
団
昌
一
．

は
振
ｏ
て
出
席
し
、
受
憾
せ

ら
れ
ま
す
よ
う
希
璽
い
た
し

ま
す
。

本
年
度
西
桂
町
胃
年
回
役
員

団
　
　
長
勝
俣
　
理
作

副
団
長
前
田
　
　
進

総
務
部
長
■
高
山
　
昂
…

総
務
部
副
部
長
会
計

　
　
　
　
．
小
林
．
隷
楓

　
全
　
　
高
山
竈
美
子

■
文
化
部
長
　
…
岐
　
宣
男

全
副
部
長
　
富
下
■
幸
一

　
全
　
　
．
細
囲
頼
子

　
全
　
　
　
濃
辺
　
和
代

体
盲
部
長
飢
固
房
芙

　
全
　
　
小
川
信
．
次

　
全
　
　
　
幅
原
友
手
．

全
副
部
長
．
酎
村
　
寛
江

．
社
会
部
長
　
須
国
饒
男

全
副
郡
長
　
小
野
　
善
了

　
全
　
　
滝
目
　
崔
乎

　
全
　
　
　
土
屋
幸
乎

胃
隼
団
葬
蘭
夫
会

　
　
　
　
文
　
化
部

　
青
年
団
に
於
き
ま
し
．
て
ほ

五
月
二
十
七
同
中
学
校
繭
堂

に
於
い
て
、
瀞
季
総
会
を
兼

ね
て
弁
論
…
犬
会
を
脳
…
↓
オ
し

た
。
十
人
の
審
査
員
に
よ
？

て
’
番
査
の
繕
果
帽
…
位
が
き
め

ら
れ
、
．
個
人
、
団
体
と
ｔ
て

の
成
儘
優
良
は
左
の
通
り
で

…＝一　五四…呈二Ｈ　あ
位位位」団位位位位位位ｏｏ
　　　　　　　　　　　ま
倉ＬＦ上帖滝渡希古牛郷八す
目甫｝　 Ｈ｝岨目…庁１　岨

・
八郷
回
良
夫

牛
囲
久
艮
子

古
屋
君
．
手

希
代
三
＝
手

渡
辺
　
審
明

滝
口
　
借
之

帖上
町
分
団

．
．
下
暮
地
分
個

倉
見
分
団

古倉上上倉本
屋見町町見町

．
婦
人
会
寛
の
皆
様

．
仁
お
知
ら
せ

ｏ
＾
胎
鶴
に
つ
．
い
て
岨
舳
に
川
仮

■
場
と
、
■
■
古
屋
公
民
館
の
二

　
ヶ
所
て
．
書
団
保
拠
漸
吻
小
．

■
抹
所
長
さ
ん
が
副
節
と
し

　
て
極
く
わ
か
ｏ
や
す
く
脱

　
明
し
．
て
下
さ
い
古
し
た
。
．

　
大
変
に
有
効
だ
ｏ
た
と
思

．
い
ま
す
。

胎
汐
に
．
り
い
て
、
農
気
期
が

．
す
み
ま
し
た
ら
指
む
し
て

　
い
た
泥
く
「
」
と
に
Ｌ
て
あ

　
○
ま
す
。

生
覆
■
ケ
串
の
幼
一
＾
保
‘
－
に
．

　
つ
い
て
も
同
様
考
え
で
層

　
り
ま
す
。

○
肘
軸
８
■
・
」
れ
は
農
葉

　
改
良
さ
務
所
長
ざ
ん
に
よ
．

　
ち
て
。

竈
．
１
科
寝
ｏ
８
ｏ
■
．
Ｆ
－
．
れ
は
．

．
吉
囲
保
健
所
の
佐
藤
藁
養

　
士
に
よ
ｏ
て
。

爵
催
に
当
ｏ
て
御
通
知
い
た

Ｌ
ま
す
ｏ
振
ｏ
て
御
参
加
Ｌ

て
下
さ
い
。
　
婦
人
会

　
（
一
頁
よ
ｏ
腕
く
〕

．
一
生
の
旅
行
に
立
■
た
れ
た
後

の
家
族
は
、
ど
う
し
て
生
活

し
ま
す
か
、
此
の
時
保
険
に

は
入
ｏ
て
眉
ｏ
て
保
険
金
が

褐
ら
れ
た
ら
、
当
座
の
生
活

に
不
安
ほ
あ
ｏ
ま
せ
ん
。
人

聞
に
取
ｏ
て
一
番
犬
箒
の
生

命
や
、
焼
げ
れ
ほ
す
ぐ
晩
目

か
ら
因
る
佳
宅
を
、
・
保
険
に

附
さ
な
い
人
閤
が
、
文
明
だ

．
丈
化
な
ど
・
口
に
す
る
資
格
は

あ
り
ま
せ
ん
よ
と
、
さ
ん
ざ

ん
あ
ぴ
せ
か
げ
ら
れ
ま
Ｌ
た

．
ウ
た
。

．
私
の
今
目
住
ん
で
居
り
ま

す
、
富
…
士
吉
田
の
緑
ケ
丘
で
、

僅
か
＝
、
…
十
戸
町
内
で
、

な
ん
と
十
＝
人
の
未
亡
人
家

・
庭
叩
一
す
。
未
亡
人
の
わ
げ
帆

、
主
人
が
先
き
立
『
た
．
か
ら

で
す
ｏ
此
の
－
」
と
を
屈
う
時

、
成
る
程
保
険
に
．
加
入
Ｌ
て

置
く
と
云
う
－
」
と
の
、
．
必
要

凄
で
あ
る
嘉
を
痛
切
に
感
じ

吏
す
ま
－
に
■
き
ま
し
た
。


